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1 はじめに
顔表情認識における従来の研究 [1]では，顔特徴点移

動量や，特徴点間距離の変化量が用いられている．これ
らの特徴量は人間の経験に基づいて決められているが，
顔表情認識に最適であるとは限らない．そこで，本研究
では，これらの組み合わせにおいて最適なものを発見し，
顔表情認識を行う手法について検討を行った．

2 特徴量
顔画像から 図 1に示す 34個の特徴点を手動で抽出す

る．各人について無表情時の特徴点位置を，表情時の特
徴点位置から引くことで，68次元の移動量ベクトルm

を得る．また，34個の特徴点から 2点間距離の全ての
組み合わせ (34C2 = 561)について，無表情時との変化
量を求め，561次元の点間距離変化量ベクトルdを得る．
これらを合わせて，629次元の特徴量ベクトルvとする．

3 特徴選択の手法
2章で抽出された特徴量ベクトルvでは，次元が高すぎ

るので，次元削減を行う必要がある．表情は個人によっ
て表出の仕方にばらつきがあるため，主成分分析のよう
な分散最大基準では認識性能の向上が期待できない．そ
こで，一般化回帰ニューラルネットワーク (GRNN)を用
いた局所探索法による特徴選択を行う手法を提案する．

3.1 局所探索法 (Local Search)
局所探索法は初期解を複数定め，その解近傍を評価し，

優れているものと解を入れ替え，条件を満たせば終了す
る．単純だが高速に最適近似解が得られる．

3.2 一般化回帰ニューラルネットワーク (GRNN)
GRNN[2]は，非線形回帰理論に基づく統計的手法で，

入力訓練ベクトルと出力訓練ベクトルを与えると，それ
らを入出力とする関数を近似でき，認識問題に利用でき
る．さらにニューラルネットワーク (NN)の BP法のよ
うな繰り返し学習を必要とせず，高速である．そのため，
局所探索法の評価関数として有効である．

3.3 提案手法
本手法では，特徴量ベクトルvを次元圧縮したベクト

ルaを解ベクトルとし，その次元数を k に固定する．a

の近傍の定義は，vからaに含まれていない変数を 1つ
取り出し，aの 1つの変数と交換したものである (図 1参
照)．すなわちaの全ての近傍の数 nは，k(629−k)個と
なる．評価 R(a)は，クロスバリデーション法で評価し

た GRNNによる 6表情認識率である．aの全ての近傍
ai(i = 1,…, n)の中でもっとも評価の高いものを新たな
解 a’として再び近傍の探索を開始するが，別のデータ
を用いて GRNNにより評価し，R(a) > R(a’)であれ
ば終了する．

図 1 提案手法
4 実験条件
顔表情画像には JAFFE顔表情データベース (10人，

213枚)を用いた．局所探索法の初期解は [1]で用いられ
ている 20次元の特徴量とし，k = 20とした．

5 実験結果
表 1の通り，[1]による特徴量に比べて，組み合わせ最

適化を行うと，6表情の認識率が 8.2ポイント向上した．
表 1 実験結果
初期解 組み合わせ最適化後

6表情認識率 75.4％ 83.6％

6 まとめ
本稿では，顔特徴点移動量と点間距離変化量の組み合

わせを近似的に最適化することで，顔認識に適した特徴
量を抽出できることを示した．今後は顔特徴点以外の特
徴量の導入や，最適化手法を改良する予定である．
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